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No.42クボタからのご提案

元氣農業
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・KSASシンプルコネクト
・「機能をカスタマイズ」WEBサイトをKSAS Marketplace にリニューアル
・クボタファーム/クボタファーム糸満　Hamirusの導入で品質維持と働き方改革を実現
・クボタ輸出米最前線/クボタ、ハワイに 日本産米の輸入・精米・販売会社を設立

株式会社 キャトルシップ
五十嵐 泰士 様、岡部 雄一 様

「環境負荷低減のクロスコンプライアンス」が全ての補助事業の要件に

■ 特集 / 地域農業へのメッセージ・トップに聞く

■ 特集FOCUS /

■ クボタからのご提案

3 7
第14回  何をスマートにするの？ スマートになったらどうする？　税理士  渡辺 喜代司

■ なるほど！経営さぽーと

3 9

裏表紙

・トラクタ・田植機・コンバイン・関連商品
・RAKUtA・農フェス！2024夏秋

J-クレジット支援サービス　クボタ大地のいぶき
■ KUBOTA  TOPICS

■ 新商品エクスプレス

■ アグリナビ

■ 知っトク！農政

3 1
安全な農作業のキホンを学ぶ　クボタ農作業安全トピックス
雇入れ時教育の義務化について

■ 農作業セーフティ講座

2 3

哺育・育成専門牧場の設立で
労働負担の軽減と規模拡大を実現

よしよし畑 株式会社
久世 継義 様

ゼロアグリで美味しさと収量を両立
トマト栽培を軸に都市近郊農業の新たな姿を拓く

農業未経験から挑戦する
農地を守り継続させるメソッドとは？

■ われら元氣農業人

「食料安全保障の確保」を基本理念に食料・農業・農村基本法を改正

有限会社 瑞宝
三上 裕恵 様、三上 智暉 様

株式会社 本原農園
中山 晋吾 様

農林水産省　大臣官房総括審議官　杉中 淳 氏

改正食料・農業・農村基本法および関連法の概要

■ 特集解説 / スマート農業で未来に向けての農業経営の確立を!
■ 特集 / 事例紹介

「三方よし」の精神で取り組む130haの有機農業
スマート農業技術に挑戦し経営の新たなステージを拓く

感謝の気持ちで食料の安定供給と
企業的運営に取り組む大規模複合経営

0 7

0 9

■ 特集 / 機械化提案 クボタスマート農業

スマート農機を活用した新たな稲麦大豆作体系
㈱クボタ 技術顧問  熊谷 一秀・羽鹿 牧太

大幅な労力低減、規模拡大が実現可能な
たまねぎ機械化一貫体系 ㈱クボタ 技術顧問  森 清文

モットーは「毎日を楽しく、ラクに！」
スマート農業で魅力ある中山間地農村づくり！
株式会社 アオキ
青木 友誉 様、青木 恵里 様

農事組合法人 今井ぎおん営農組合
高松 純一 様、粟田 大介 様

野菜作稲麦大豆作

福井県青森県 岐阜県

青森県 兵庫県 福岡県

事例1 有機農業 事例2 規模拡大 事例3 中山間地農業
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れ
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農
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な
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り
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の
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・
農
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村
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下
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正
基
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す
。

　

そ
こ
で
今
号
で
は
、法
律
の
改
正
に
先
頭
に
立
っ
て
ご
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力
さ
れ
た
農
林

水
産
省
の
杉
中
総
括
審
議
官
に
、見
直
し
の
経
緯
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正
の
ポ
イ
ン
ト
、担

い
手
の
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様
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の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
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わ
ば
改
正
基
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法
の
コ
コ
ロ
を
語
っ
て
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き
ま
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た
。

　

ま
た
、ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
積
極
的
に
用
い
て
、国
内
肥
料
資
源
の
活

用
等
環
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に
も
配
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し
つ
つ
、麦
・
大
豆
等
の
国
産
増
産
に
取
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っ

か
り
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農
業
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立
さ
れ
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正
基
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目
指
す
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現
す
べ
き
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を
先
取
り
し
て
い
る
と
も
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え
る
農
業
経
営
の
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例
を
ご
紹
介
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て
い
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す
。

　

新
た
な
基
本
法
の
下
で
、農
業
、農
村
の
発
展
に
取
り
組
も
う
と
さ
れ
て

い
る
皆
様
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

農
業
の
目
指
す
べ
き
姿
の
実
現
に
向
け
て

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正

高品質な国産麦に対する根強い需要に応えるためには、不安定な
気象条件の影響を最小限に抑え、安定供給できる栽培技術が必要
です。また、農業経営体が減少し、１経営体当たりの生産規模は拡大
しています。アグリロボコンバインDRH1200A-A（無人仕様）によ
る自動運転収穫作業などの新たな生産技術が求められています。

集特

出典：気象庁「日本の
年平均気温偏差の
経年変化（1898～
2023年）」（2024年
1月公表）
注：赤の直線は、長期
変化傾向。平均気温
の基準値は、1991～
2020年の平均値

我が国の年平均気温偏差の推移
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